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国保の資格証発行数(08年１月末現在）

宇治 城陽 八幡 京田辺 向日 長岡京
発行数 314 19 0 0 0 0

国保世帯 33,191 15,307 13,9 46 9,3 38 9 ,718 13,541

宇治市長は議会で、後

期高齢者医療制度につ

いて、野党の廃止法案

も与党の見直しも「自

治体にとっては迷惑」

と答弁しました。

「医療と国保をよくする宇治の会」（民商な

ど）は、３項目（①国保料を引き下げてくださ

い、②国の負担の増額を求めてください、③保

険料を払えない人から保険証を取り上げないで

ください）の請願署名運動を取り組んでいます。

宇治市を除く府南部の全ての自治体は、子

どもの医療費（通院）を小学校入学まで無料

にしています。新婦人の会は「通院も小学入

学まで無料に」と請願署名に取り組んでいま

す。４２００万円で実現できます。

防災を考える市民の会は、

国交省が淀川推計流域委員

会の最終意見を聴かずに発

表した天ヶ瀬再開発（４３

０億円の巨大放水路トンネ

ル建設）・宇治川１５００

トン放流などの整備計画案

の中止・見直しを求める要

請署名に取り組んでいます。

市民ネットは市民アンケー

トに取り組んでいます。16

日現在122通のアンケート

が寄せられています。



防
災
を
考
え
る
会
、
世
界

遺
産
を
守
る
会
は
10
日
、
現

地
見
学
会
を
開
催
。
流
域
委

員
会
の
宮
本
委
員
長
、
綾
委

員
を
含
む
20
人
が
参
加
。

槙
島
堤
防
調
査
で
は
槙
島

連
合
町
内
会
の
辻
会
長
、
天
ヶ

瀬
ダ
ム
で
は
防
災
を
考
え
る

会
の
紺
谷
事
務
局
長
、
塔
の

島
で
は
世
界
遺
産
を
守
る
会

の
薮
田
さ
ん
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

宇
治
久
世
教
組
は
２
月
に

小
中
一
貫
校
の
あ
る
東
京
都

品
川
区
を
視
察
。
視
察
で
わ

か
っ
た
こ
と
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

９
学
年
が
同
じ
学
校
に
在

学
し
ま
す
が
、
入
学
式
は
１

年
と
７
年
の
合
同
、
卒
業
式

は
６
年
と
９
年
の
合
同
で
実

施
。
入
学
式
・
卒
業
式
の
主

人
公
は
ど
の
学
年
な
の
か
分

宇
治
川
は
、
秀
吉
が
砂
州

と
砂
州
を
つ
な
ぐ
堤
防
を
築

い
て
つ
く
っ
た
人
工
の
川
。

東
宇
治
の
丘
陵
地
か
ら
巨
椋

池
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
た

川
が
、
宇
治
川
を
横
切
っ
て

い
ま
す
（
左
上
図
参
照
）
。

宇
治
川
に
毎
秒
１
５
０
０

ト
ン
も
の
洪
水
を
２
週
間
に

か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
６
年

で
卒
業
し
、
同
じ
校
舎
で
入

学
式
を
行
い
ま
す
。
（
感
動

は
わ
く
で
し
ょ
う
か
？
）

運
動
会
は
出
場
機
会
が
少

な
い
わ
り
に
５
時
半
ま
で
か

か
り
ま
し
た
。

部
活
動
は
５
年
生
以
上
が

対
象
で
す
が
、
顧
問
の
立
場

か
ら
は
指
導
が
難
し
い
。

今
ま
で
は
小
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
成
長

を
見
せ
て
い
た
小
学
校
高
学

年
が
、
中
学
生
の
お
手
伝
い

的
存
在
と
な
っ
た
結
果
、
５

～
７
年
に
「
中
だ
る
み
」
が

見
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。

熊本学園大学教授、著書

「『荒れる子』『切れる子』

と保育・子育て」など多数。

わ
た
り
流
し
続
け
た
場
合
（
国

交
省
の
計
画
）
、
堤
防
の
下
を

水
が
流
れ
、
堤
防
が
決
壊
し
な

い
か
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

ダ
ム
直
下
の
断
層
の

存
在
を
最
近
国
交
省
が

認
め
ま
し
た
。
ダ
ム
自

身
の
安
全
性
の
徹
底
検

証
が
必
要
で
す
。
こ
こ

に
直
径
26
ｍ
の
巨
大
ト

ン
ネ
ル
の
建
設
は
危
険

を
高
め
ま
す
。


